
１　はじめに　　
  日本キリスト教団京葉中部教会は、ここ市原市辰己台の地で
キリスト教の宣教にたずさわり、今年で50年目を迎えることに
なった。
教会とほぼ同じ時期、同じ場所に、財団法人京葉教育文化センター、同センター付属光の子幼園も創設され、譬えて言えば、一つの根から三本の幹として生え育ち、互いに関わりあいながら歩みを守られて今日に至っている。

２　京葉中部伝道所はどのようないきさつで、市原市辰巳台に、
　　建つようになったのだろうか 
１９６０年代、日本は高度成長の真っただ中にあった。市原市の臨海部にも石油コンビナートを主体とする京葉工業地帯が造られ、内陸部には巨大な社宅団地が造成されようとしていた。日本キリスト教団職域伝道委員会は、この地に宣教の拠点をとの計画を打ち出した。１９６１年、同委員会は福島県常磐炭鉱の開拓伝道で既に実績のあった石丸実牧師を福音宣教の担い手として千葉県市原の地に派遣した。 
当時千葉支区長であった千葉本町教会の奥山作市牧師をはじめ、近隣の教会や職域伝道委員会の協力を得ながら、日本キリスト教団の｢京葉工業地帯長期伝道計画｣の策定に携わった。
この計画の目的は、千葉県市原市（当時は市原町）に

（1）京葉工業地帯への福音宣教　

（２）社会教育活動センターの設立　

（３）幼児教育施設の設立
を計ることであった。設立のための用地は様々な経緯を経て、辰巳団地建設協会から、約千坪取得することが出来た。後になって、この土地はセンターに移譲され、さらに一部は学校法人・光の子幼稚園に寄付された。
３　初期の宣教はどんな形で進んだのか
（１９６２年～１９７２年）　
宣教活動の始まり
ここに伝道所ができることを広く知らせるために

１９６１年12月26日に、第一回市原市民クリスマスを、千葉支区の青年会の応援を受けながら辰巳台小学校で開催した。１２０名もの参加をえた。
　石丸一家は千葉の松が丘からでこぼこ道を車で辰巳まで通い、団地建設事務所の一室を借りて数人での日曜集会や信徒夫妻の社宅での家庭集会が始まった。
１９６２年9月7日、教団により日本キリスト教団京葉中部伝道所が認可され、石丸実牧師が伝道所主任担任教師として就任した。教団・教区議長、近隣教会の牧師、市原町長、千葉県会議長、等を招いてテント張りの強風下で設立式を行なった。
同年12月、佐伯晴郎牧師を迎えて、初めての教会クリスマス礼拝を、辰巳台小学校で行なった。出席者18名だった。　

これから宣教拠点となる伝道所は、市原市辰巳台の中央に位置し、団地の居住者は、京葉工業地帯に勤務する従業員やその家族、関連会社の人達であった。団地社会には少なからず会社管理の延長ともいえる状況があり、枠の外にはみ出ると色眼鏡で見られることもあった。その中で、家族は初めての土地で慣れない生活をすることになった。石丸牧師はよく、「団地の人間砂漠」という表現を用いたが、そこに住む人達への宣教を課題とされていた。

　　

かねてよりの計画の一つであった京葉教育文化センター設立のため、広範囲にわたる協力を得る必要から、石丸牧師は奔走して人材を集め、１９６４年７月センター設立委員会を立ち上げた。センター計画に対して国内外から賛同者を得ドイツやアメリカなどから多額の資金援助を受けて、待望のセンターハウス第Ⅰ期工事が同年10月に完工した。そして、伝道所はその一室で日曜礼拝を守る事が出来るようになったのである。
１９６４年12月20日、クリスマス礼拝に、初めて5人の信徒が転入会し新たな出発を感謝のうちに迎えた。

この時期、65年、66年にかけて様々な集会が芽生えた。婦人聖書研究会、家庭集会、中高生会、日曜学校（後に子どもの教会）等が始まり、中には自宅・社宅を開放して熱心に取り組んだ集会もあり、教会の中心的働きを担っていた。

そして　１９６６年5月に財団法人「京葉教育文化センター」も認可された。初代理事長　武藤富男、専務理事　石丸実、理事13名が任命された。同年７月（財）「センター付属　光の子幼稚園」も千葉県より認可された。
センター初期の活動として、臨海部企業人を対象とした「センター話し合いの会」、勤労青年の交わりとしての「センター･ユースパーティー」、団地主婦のためには「センター女性コーラス」など様々な企画を立ち上げた。「センター話し合いの会」の中では『京葉の産業と労働運動』、『千葉県人と転入産業人』など多彩なテーマが取り上げられている。
４　宣教中期の歩みは教会とセンターの深いつながりから
（１９７３年～１９９６年）
工場労働者への福音宣教を課題としてきた石丸牧師は、経済発展を遂げ、さらなる利益拡大を追求してアジアへ進出する日本企業のあり方を厳しく問うようになった。石丸牧師は、抑圧されるアジアの人々に対する思いを深め、その隣人たらんと様々な活動を展開した。中期の教会活動はセンター活動との非常に強い繫がりのもとに展開した。中でも国際人物交流プロジェクト（International　Personal 　Exchange  Project略　ＩＰＥＰ）では１９７３年から19年間で24人のゲストを招いている。東南アジアの国々の、底辺に生きる人々の人権を守るために活動する、草の根のリーダー達を招聘し研修や交流の時をもつプロジェクトであった。ＩＰＥＰのゲストの口を通して改めて日本企業の東南アジア進出がもたらした公害輸出･搾取による格差にあえぐ住民達の実情を知ることができた。
東南アジア研修ツアーや京葉フェローシップなどのセンター活動もアジアの人々を覚えようとする宣教の課題に沿うものであった。私達はセンターの活動に参加したり招いたゲストとの交流を通して、国籍や宗教を問わない人と人とが直に触れあう大切さを知ることとなり、実に豊かな時であった。
１９７６年、ＩＰＥＰの発展として教会は「フィリピンへレントゲンバスを贈ろう」をキャッチフレーズに掲げてバザーを行った。収益は予想を超えた。バザーは少しずつ形態を変えながら、今は「「アジアの隣人のためのバザー」として幼稚園と教会とセンターの有志と外部からの賛同者の参加もあり、「収益は全部外に」を合言葉として、毎年盛大に行なわれている。タイの子どもの村学園や木更津のアジアハウスコスモスなどに15年以上にわたり寄付を続けている。

80年代においては、市原市に教団の教会が他にはなく辰巳は市原の北部にあるため、中心部や南部への伝道拠点の移動が試みられて、月一回の日曜礼拝を市原市の教育会館や市民会館会議室などで行った時期もあった。
この地は社宅団地という性格上、人の移動が激しい場所であったが、１９９４年２月、ようやく伝道所は現住倍餐会員20名を超え、日本キリスト教団の二種教会となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　近年の歩み　　　　　　　（１９９７年～２０１２年）
　以前から健康を損ねていた石丸実牧師は、１９９７年11月
３日招天された。後を引き継いだ大久保正禎牧師は差別の問題に対して積極的に取り組んだ。地域の障碍をもつ子供たちのためのワークホーム「ぽれぽれ」の働きに理解を示し、地域の子供達や母親達をよく支えた。私達は部落差別研修会に参加したり、多摩全生園（ハンセン病療養所）の訪問を通して目を開かされた。イラク写真展を開催したりなど、平和の問題にも共に関わった。また大久保牧師の時代に「教会学校」は「子どもの教会」になった。

50年の歩みには、その時々で関わり祈り、支えてくれた兄弟姉妹がいたことを想う。そして、「子どもの教会」は教会の宣教の絆のひとつであることを改めて思う。２００４年、大久保正禎牧師は北区の王子教会に招聘され転任された。
　京葉中部教会には７カ月の無牧の時期があったが、多くの先生方のお世話になり、恵まれた時を過ごすことが出来た。

やがて新しく村上茂樹牧師が赴任された。静かな先生だったが、特に心に傷を負った人の心の声を聞き取り、援けの手を差し伸べる努力をよくされた。又教会音楽の専門家で、リュートやカンテレなどの珍しい楽器の演奏者を招き特別集会を行なったり、ピアノやヴァイオリンの音色とろうそくの光に包まれたまたとないイブ礼拝を私達の教会に残してくださった。

村上先生は２０１０年招聘されて四国へ転任された。　

振り返って見るとこの教会は「隣人と共に」、「外に向かって」、「この世と他者に仕える」という宣教目標を、信仰の柱として選び歩んできた50年であったといえよう。教会堂についても初代の石丸実牧師がよく言っていたように、「自分達だけを豊かにするのでなく特別なことがない限り他者のために捧げなさい」「教会堂を持つエネルギ―を他者に仕えるエネルギーとしなさい」を信条とし、教会は今まで教会堂を持たず、幼稚園園舎の一室で礼拝守ってきた。伝道所の時代も、第2種教会になったときも、折をみて「教会堂」について考え話し合うときがあった。１９９３年園舎建て替えの折には改めてここを宣教拠点とすることを会員一同で確認しあった。

今日まで教会は「教会堂」を授かる時を得なかった。祈りながら時を待つことをしたいと思う。

２０１０年５月主任担任教師として山本光一牧師が就任した。その翌年の３月11日の「東日本大震災」直後から、牧師は救援物資を運び、また人を乗せて、何度となく　被災地を走り回っている。牧師室の椅子が暖まる間も無いほどである。教会員も次々に被災地に行っている。　

「主が今、求められているものは・・・」これからもそう問い祈りながら51年目を歩み出したいものである。
　　　　
　　　　　京葉中部教会五〇周年記念誌

　　　　　発行　二〇一二年九月九日より転載しました
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